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日本 語 の み に よ る授 業
木 村 宗 男
語研 日本語教室で作成 し,便用 してい る日本語教科書は,初級の第1課
からローマ字をいっさい使わず,漢宇まじりかな書きである。初級と中級
第1部 までは,付属の単語表に英語 と中国語の訳語が与えてあるが,訳文
は与えない。授業 中も教科書の訳をしないばか りか,母 国語その他の外国
語を,全 くと言っていいぼど使わないで,日 本語のみによって教 え て い
る。これは語研だけのことではない。組織的な集中教育を行なっている国
内の主な日本語教育機関は,日本語のみによる授業を行なっているところ
がほとんどである。国外の大学その他でも,口本から派遣された日本語教
育の専門家に要求され るのは,日本語のみによる授業である。 日本におけ
る外国語教育のnativespeakerに対応するわけである。そのような方法
によらない,翻訳を主 とする教育を受けてきた外国人学生の学力が,他 の
ものに比べて劣ることは,毎年の日本語入学試験の結果を見ても明らかで
ある。
外国語教育を行な うのに,学習者の母国語についての知識を持つことが
有利であることは言 うまで もない。ことに,教材作成の段階では,外 国語
と母国語の比較対照に基づいて,材 料を選択し配列しなければならない。
しかし・そのことが教室で母国語ないし仲介語を使 うことを正当化するも
のではない。
日本語を日木語のみ使 って教える教授法の交献としては,山 口喜一郎の
ぴ
r日本語教授法原論」(1943〉がある。山口喜一郎は日清戦争直後の台湾を
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振 り出 しに,当 時の朝 鮮 ・関東州 ・華北 と移 りながら,異 民族 に 日本語 を
教 え るこ とに終始 した人であ る。そ の足跡 の示す とお りの長い豊富 な体験
に基づ いて,H本 語教授法を体 系的 に著述 したのが上掲 の書である。 イエ
スペルセ ソ,パ イイ,オ グデ ンとリチ ャー ズな どの言語理 論が取 り入れ ら
れ',また,パ ーマrグ アンpベ ル リッツな どの教授法 に対す る批判 もあ
るこの書 は,日 木語教授法上の貴重 な著 作ではあ り,教 えらお るところが
少 な くないが,わ れわれが行な ってい る日本語 のみによる教授法 の理論的
根拠 としては,わ た しはむ しろ英語教育 のハ ロル ド・E・ パ ーマーの教授
法理論 を取 りたい。
母 国語 ない し伸介語を使 わないで授業 をする場合 に,文 の意 味を教 え る
}こ豪ま,っ ぎ¢)ような方法5こよる。
1.・文の表現 してい る内容を説 明す る。
2.同 型 の例文 を与えて意味を類推 させ る。
3.文 を既習の語句,文 型で言 いか え る。
4.視 覚 ・聴覚 に訴 えて事実 を再現 し,理 解させ る。
以上 の方法 は単独 に,ま たは適宜 に配合 して行 なわれ る。翻 訳に比べ て
遠 回 りの方法 のよ うであ るが,そ のあい濯に,学 生 の理解力が養われ,文
型 も会 得 され る。そ して,何 よ りも大切 な ことは,こ のよ うな意 昧の与 え
方 が,そ のまま 口木語のみによる実 際的な指導を可能 とす る表現 の練習へ
とつなが ることで ある。 母国語使用 の授業では,実 際的 な効果のあ る練 習
は行なえない と言 っていい.文 型練習の効果 も,こ のよ うな 日本語 のみ に
よる授業 において,は じめて発揮 され るの であ る。
これ に対 して,教 室で 学生の母国語 を使 って文意を教え,練 習を させ る
ことは,一 見早道 であ り,文 意を明確 に し,練 習の効率を高 めるか のご と
くであ るが,つ ねに訳に頼 らなければ理解 も表現 もで きない習性を学生 に
与 えて しま う。 しかも,そ の よ うな対応的 な翻訳が可能なのは初級のは じ
めのみで,や がて,訳 文のみでは処 理で きない 日本文 の段 階 に達 し た と
一 朕)一
き,学 生は学習を放棄 してしま うのであ る。 この よ うな教師 と学 生に よっ
て,日 本語教材の不備,日 本語教育 の未発達,日 本語の難渋 さが不 当に喧
伝 され るのではないか。
パーマーの言 う 】anguageascodeは母国語で も教 え ら れ る が,亘an-
guageasspeechは母 国によっては教え ることがで きない。1anguageas
codeとIanguageasspeechはソシュールのlangueとparoleにそれ
ぞれ相 当す る。
授業 に母国語 ・仲介語 を使用 しない となると,教 師た るものはまず教材
そ のものを よく分 析 し,導 入 ・練 習の手順 を考え,利 用 すべ き視覚 的 ・聴
覚的教具 を工夫 しなければならない。そのためには,言 語学 ・音声 学 ・国
語 学 ・教授法 ・視聴覚教育法 について勉強 しておかなければな らない。
(語研教授)
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